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Ⅰ．年間内部監査実施計画表（平成２８年度）
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年　間　内　部　監　査　実　施　計　画　表

１ ○

２ ○

３

４

５

６

７

平成29年1月14日 平成29年1月14日 平成29年1月13日

承　認 確　認 作　成

11４ ５ ６ ７

代表取締役社長 安全統括管理者

10

監査チーム

　　　　　 年度

　　　　　　 月
被監査部署

番
号

２ ３ 12 １

平成２８年度（平成２８事業年度）

８ ９

　代表取締役社長

　安全統括管理者
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Ⅱ．重点監査項目計画書
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重　点　監　査　項　目　計　画　書

承　認 確　認 作　成

平成29年1月14日 平成29年1月14日 平成29年1月13日

代表取締役社長 安全統括管理者 監査チーム

　安全管理規程に基づき、安全管理体制が適切に構築・運用さ
れているかを確認する。

　安全管理規程に基づき、安全管理体制が適切に構築・運用さ
れているかを確認する。

平成２８年度（平成２８事業年度）重点監査項目部 署 名

　代表取締役社長

　安全統括管理者
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Ⅲ．内部監査員指名書
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下記内部監査について、監査員として指名する。

被 監 査 部 署 ： 　代表取締役社長・安全統括管理者

監 査 対 象 業 務 ： 　安全管理規程に基づく運輸安全マネジメントに関する

事項全般

監 査 予 定 時 期 ： 　平成２９年１月

監 査 チ ー ム ： 　① 監査リーダー

　　 独立行政法人自動車事故対策機構 広島主管支所

　　　 田 邉 真 久

　② 監　 査　 員

　　 独立行政法人自動車事故対策機構 広島主管支所

　　　 末 田 智 久

　③ 監　 査　 員

　　 アシナトランジット株式会社 総務部次長

　　　 宮 口 充 晴

内 部 監 査 員 指 名 書

記

（安全統括管理者）

氏　名 ： 山 口 卓 治

平成29年1月14日
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Ⅳ．内部監査スケジュール
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：代表取締役社長・安全統括管理者

：　アシナトランジット株式会社における安全管理規程第15条（輸送

の安全に関する内部監査）に基づく内部監査の実施により、安全管

理体制が適切に運用されているかを検証し、経営トップがマネジメ

ントレビューを行うための必要な情報を提供する。

：　安全管理規程に基づき、安全管理体制が適切に構築・運用されて

いるかを確認する。

：代表取締役社長・安全統括管理者

：

：監査当日は、実施会場の準備をお願いします。

：

監　 査　 員　　NASVA 末 田 智 久

監　 査　 員　　ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ 宮 口 充 晴

：

オープニングミーティング

　立会者：宮口代表取締役社長・山口代表取締役専務

　監査チーム：NASVA田邉真久・NASVA末田智久

 ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ宮口充晴

宮口代表取締役社長（経営トップ）インタビュー

　監査チーム：NASVA田邉真久・NASVA末田智久

 ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ宮口充晴

山口代表取締役専務（安全統括管理者）インタビュー

　監査チーム：NASVA田邉真久・NASVA末田智久

 ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ宮口充晴

作　　成

平成29年1月13日

監査リーダー

そ の 他

平成２９年１月２６日（木）　13:00～16:00

～ 16:00 　 文書・記録等の確認

監　　査　　時　　間　　表

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
六
日
（
木
）

13:00 ～

15:00 

内 部 監 査 ス ケ ジ ュ ー ル

被 監 査 部 署

監 査 目 的

重点監査事項

監 査 範 囲

13:10 　 

監査リーダー　　NASVA 田 邉 真 久

監 査 日 時

監 査 準 備

監 査 チ ー ム

13:10 ～ 14:00 　 

14:10 ～ 15:00 　 
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Ⅴ．内部監査チェックリスト
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評定の記号＝○：適合　△：一部不具合　×：不具合等

　　の状況如何。 　　の場において周知し、また、経営トップから乗務

７　経営トップの会社全体の安全管理体制の見直し（ 　②　輸送の安全に関する基本方針については、自身

　　マネジメントレビュー）に当たっての関与・指示 　　の安全に対する思いが入ったものを作成し、会議

６　経営トップの安全に関する投資計画・実施に当た 　　の下、事業経営を行っている。

　　っての関与・指示の状況如何。

５　経営トップの安全に関する組織整備に当たっての 　　また、法令等の改正に適切に対応するよう留意し、

　　関与・指示の状況如何。 　　法令を遵守することが自分の責任であるとの認識

４　経営トップの重大事故等への対応体制の整備・強 　　は、点呼やミーティング時における積極的な声掛

　①　関係法令等の遵守と安全最優先の原則について

　　化に当たっての関与・指示の状況如何。 　　け、掲示等により社内に向けて周知している。

　　示の状況如何。

３　経営トップの安全重点施策策定に当たっての関与

の安全の確保に積極的に関与していることが確認でき

　　・指示の状況如何。

　　原則の社内周知の状況如何。 一が事業の根幹である。安全管理無くして事業経営は

２　経営トップの安全方針策定に当たっての関与・指 無い。」との考えのもと、以下の取組みを通じ、輸送

項　　目 チェック内容 監査所見（客観的事実・他） 評　定

 経営トップの責務 １　経営トップ自らの関係法令等遵守や安全最優先の 　経営トップである宮口代表取締役社長は、「安全第

　　に直接話をする機会を取る等、積極的な周知を行

　　っている。

内部監査チェックリスト
監査年月日 平成29年1月26日 監査番号 2016-01

　③　輸送の安全に関する目標・輸送の安全のために

　　講じた措置及び講じようとする措置については、

　　取組みを繰り返し行い、継続することが事故削減

　　に繋がるとの認識を持ち、取組みを実施している。

　⑤　現場における安全に関する声の把握については、

　　日頃から乗務員の待機中や自身の添乗時にコミュ

　　ニケーションを取ることを心掛け、出された意見

　　に対し、経営トップ自ら対応することもある。

　⑥　安全マネジメント体制の振り返りついては、内

　　部監査の結果を基に行うこととしており、昨年度

　　は内部監査の指摘を受け、『無事故対策委員会』

○

　④　輸送の安全の確保のための投資については、輸

　　送の安全の確保のためには積極的な投資をするべ

　　きとの考えに基づき、『ふらつき防止装置』や

　　『常時録画型のドライブレコーダー』の導入を検

　　している。

向けて消防署に相談するなど、経営トップが安全に関

ました。

　　を開催している。

　また、事故状況に不明な部分があった場合は、自ら

事故現場に出向いて検証を行なったり、安全統括管理

者から救急救命訓練実施の意見が出されると、実施に
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　　等の情報の収集・把握の状況とそれら情報の経営 に主任が管理し、毎月１度実施状況を把握する取組み

　　みに対する関与・指示の状況如何。 　今年度から新たに導入した施策として、『運輸安全

４　安全統括管理者の社内の輸送の安全に関する課題 マネジメント個人目標』を全乗務員に設定させ、係毎

　　現状課題と当該課題に対する対応状況如何。 題と捉え、同業他社へ視察に赴く等し、様々な方策を

３　安全統括管理者の安全重点施策その他安全の取組 思慮し、安全統括管理者としての業務を遂行している。

　安全統括管理者である山口代表取締役専務において

 責務 　　如何。

２　安全統括管理者の会社全体の輸送の安全に関する この考えや安全方針を如何に全社員に徹底するかを課

５　安全重点施策の見直しに当たって考慮している情

　　報如何。

 安全統括管理者の １　安全統括管理者の輸送の安全に対する考え・方針

３　安全重点施策の進捗状況・達成状況を把握・検証

　　する方法とその実施状況如何。

４　安全重点施策の見直しの方法とその実施状況如何。

 安全方針 １　安全方針の策定の手順如何。

２　安全方針の社内周知の方法・実施状況如何。

３　安全方針の社員の理解度・定着度・実践状況を把

よりそれぞれの事業毎に、目標を策定する計画である。

　　握・検証する方法とその実施状況如何。

４　安全方針の見直しの方法・実施状況如何。

 安全重点施策 １　安全重点施策の策定の手順如何。

○

　安全方針については、社内に掲示するとともに、点

呼や各種ミーティングでの周知を行っている。また、

【輸送の安全に関する目標及び達成状況】

　議体において、輸送の安全に関する取組みについて

経営トップ自らが、添乗時に乗務員に聞き取りを行な

い確認するとともに、運行管理者にも確認している。

　議論する時間を取っている。

２　安全重点施策の社内周知の方法・実施状況如何。 　① 重大事故「ゼロ」の継続

【輸送の安全のために講じた措置及び講じようとする

措置】

　① 各種会議体での輸送の安全に関する取組み時間

　　等の設定

　　　今年度は5件発生（前年比100％）

　⑤ シートベルト未着用による車内事故「ゼロ」

　　　シートベルト未着用による車内事故は未発生

　　≪目標達成≫

　② 無事故対策委員会の設置

　認を行った。

○

○

　　昨年度の指摘事項であった『無事故対策委員会』

　の設置については、規程を作成（バス事業のみ）し、

　職制主任会議のの場において、事業ごとに開催して

　いる。委員会では事故事例の分析、対策の策定を行

　③ 内部監査の実施

　っている。

　　内部監査を行い、安全管理体制全般の適合性の確

　　職制主任会議や係別ミーティングといった各種会

　③ 後退時の事故を半減

　　　今年度は28件発生（前年比133％）

　④ 車庫内での自損事故を撲滅

業、タクシー事業で達成状況に差があるため、次年度

　なお、輸送の安全に関する目標については、バス事

は、宮口社長と輸送の安全に対する考えを同一にし、

　　　重大事故は未発生≪目標達成≫

　　　今年度は３件発生（前年比半減）≪目標達成≫

　② 交差点事故を半減

する取組みに主体的に関与していることも確認できま

した。
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１　ヒヤリ・ハット情報の報告・収集の手順とその運 　ては、危険個所マップ作成のため、現在写真撮影が

　　用状況如何。 　終わった段階である。

　　しの方法とその実施状況如何。 　　提出のあったヒヤリ・ハット情報やミーティング

【ヒヤリ・ハット情報】 　での話し合いにより明らかとなった危険個所につい

　　周知の方法とその実施状況如何。 　議の中でヒヤリ・ハット情報をに収集したこともあ

７　上記５で実施した再発防止策の効果の検証・見直 　ったが、継続的な収集には繋がっていない。

　　・実施の方法とその実施状況如何。 　書様式を作成し、作成した報告書を運転者に携行さ

６　究明した事故原因や実施した再発防止策等の社内 　せている。しかしながら、提出数が少ないため、会

　　的分析の方法とその実施状況如何。 【ヒヤリ・ハット情報の活用状況】

５　収集した事故・トラブル情報の再発防止策の検討 　　随時ヒヤリ・ハット情報を提出できるよう、報告

　　とその実施状況如何。 　の効果把握には至っていない。

４　重要な事故・トラブル情報の根本的な原因の多角

　　統括管理者への報告状況如何。 　展開を行い、各係で再発防止策を討議している。

３　収集した事故・トラブル情報の分類・整理の方法 　　点呼でも注意喚起を行っているが、これら取組み

 活用 　　用状況如何。 　た『無事故対策委員会』において分析を行っている。

２　重要な事故・トラブル情報の経営トップ及び安全 　また、事故情報は、係別ミーティングで各乗務員に

 事故、ヒヤリ・ハッ 【事故・トラブル情報】 【事故情報の活用状況】

 ト情報等の収集及び １　事故・トラブル情報の報告・収集の手順とその運 　　発生した事故については、職制主任会議に設置し

11　（上記10の課題等があれば）当該課題等に対する

　　対応状況如何。

10　現時点における輸送の安全に関する情報伝達・コ

　　ミュニケーションの課題等如何。

９　過去１年、輸送の安全に関する情報伝達・コミュ

　レームについては、個別に指導を実施している。

　　ニケーションの方法等の見直し・改善の状況如何。

　　状況如何。

　に対して、運転ぶりやサービスに関するアンケート

８　目安箱等の整備・運用の状況如何。

　はがきを配付している。いただいたご意見のうちク６　利用者に対する安全啓発活動等の実施状況如何。

　的とした各種キャンペーンを行うとともに、お客様

７　輸送の安全に関する社内イントラの整備・運用の

　の安全な輸送をＰＲするため、ご乗車されたお客様

　　置の検討・実施の方法とその実施状況如何。

５　上記４の対応措置の効果の検証・見直しの方法と

【利用者に対する安全啓発活動】

　　その実施状況如何。

　　年間を通じて、事故の抑制とサービスの向上を目

３　社内の縦断的・横断的な輸送の安全の確保に関す

　　る必要な情報共有の方法とその実施状況如何。

４　報告・上申を受けた現場の課題等に対する対応措

２　現場の課題等を経営管理部門に報告・上申する方 　の声の把握に努めている。報告のあった課題に対し

　　法とその実施状況如何。 　ては、関係機関に働きかけを行い改善した例がある。

 情報伝達・コミュニ １　経営管理部門から現場への情報伝達の方法とその 【現場における安全に関する声の把握】

 ケーションの確保 　　実施状況如何。 　　各種会議・ミーティングや個別面談において現場

２　輸送の安全に関する要員の責務・権限の社内周知

に、運行管理者とオペーレーターの役割を区分するこ

　　の状況如何。

とを検討している。

 要員の責任・権限 １　輸送の安全に関する要員の責務・権限を何に明記 　輸送の安全に関する要員の責務・権限については、

　　しているか。 安全管理規程に規定している。

５　安全統括管理者自らの関係法令等遵守や安全最優 　また、輸送の安全に関わる問題点については、機会

　　先の原則の社内周知の状況如何。 ある毎に経営トップに報告し、また、各種訓練の実施

　　トップへの報告・意見具申の状況如何。 を開始している。

状を見直すため、今後予定する配車システムの更新時
○

　運行管理者がオペレーターを兼務せざるを得ない現

にあたっては、安全統括管理者自ら実施に関与する等、

輸送の安全性向上のため、中心となって積極的に取り

○

組みを行っている。



- 13 -

　NASVAの安全マネジメントセミナーを今年度３名受

　　の理解を深めるための定期的な取組計画とその実 受講済みである。

　　施状況如何。

２　上記取組みの効果の把握・検証、取組手法等の見

＜現業実施部門＞

 ・改善するために必 １　経営トップ、安全統括管理者、経営管理部門安全 ＜経営管理部門＞

 要な教育・訓練等 　　管理担当要員に対する運輸安全マネジメント制度 　NASVAの安全マネジメントセミナーを平成２７年度

　　方法とその実施状況如何。 経営トップ自らが、バス係会議にて改正内容の周知を

 安全管理体制を構築 【コンセプト教育】 【コンセプト教育】

 関係法令等の遵守の １　関係法令等遵守、社内周知に向けた取組状況如何。　昨年軽井沢スキーバス転落事故を受けて、貸切事業

 確保 ２　社員の関係法令等遵守の実践状況の把握・検証の においては大幅な法令等の改正があった。このため、

９　重大事故発生時の事故原因・再発防止策の社内周

　　知の方法如何。

　　え、対応手順の見直しの方法とその実施状況如何。

８　事故速報体制の整備状況如何。

　　状況如何。

７　実際に事故が発生した場合、上記反省点等を踏ま

６　実際に事故が発生した場合、実際に事故対応を行

　　った際の反省点等の把握・検証の方法とその実施

５　上記反省点等を踏まえ、対応手順の見直し・事後

　　の同種訓練への反映の方法とその実施状況如何。

４　上記訓練実施後、反省点等の把握・検証の方法と

　　その実施状況如何。

３　全社的に対応すべき重大事故等を想定した対応訓 は、現在実施に向けて計画中である。

　　練の実施状況如何。

２　上記１の手順の社内周知の方法とその実施状況如 第１３条に規定している。

　　何。 　また、重大事故等を想定した避難誘導訓練について

　　対応状況如何。

 重大事故等への対応 １　全社的に対応すべき重大事故等の対応の手順如何。　重大事故等発生時の対応については、安全管理規程

　　組みに係る現状の課題等如何。

３　（上記２の課題等があれば）当該課題等に対する

　　施状況如何。

２　事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集及び活用の取

１　社員に対するリスク管理に係る教育・訓練の実施

　　などリスク管理を進める上での業務環境整備の実

　　しの方法とその実施状況如何。

【リスク管理全般】

　　状況如何。

７　上記５で実施した事故予防策の効果の検証・見直

６　収集したヒヤリ・ハット情報、究明した原因や実

　　施した事故予防策等の社内周知の方法とその実施

５　収集したヒヤリ・ハット情報の事故予防策の検討

　　・実施の方法とその実施状況如何。

４　重要なヒヤリ・ハット情報の根本的な原因の多角

　　的分析の方法とその実施状況如何。

３　収集したヒヤリ・ハット情報の分類・整理の方法

　　とその実施状況如何。

２　必要に応じ、重要なヒヤリ・ハット情報の経営ト

　　ップ及び安全統括管理者への報告状況如何。

○

△

○

　周知の内容については、経営トップがバスに添乗す

る際に、乗務員に対面で確認を行っている。

行なった。
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【継続的改善】 【継続的改善】

３　マネジメントレビューの実施体制、手順の検証・

　　見直しの方法とその実施状況如何。

　　（どのような情報を収集し、総括し、どのような クシー事業の事業ごとに別々の目標を策定することを

　　ことを決定しているか。） 検討している。

　　方法如何。 た部分の是正を行っている。また、安全重点施策の達

２　マネジメントレビューの実施状況如何。 成状況を受け、次年度の目標の立て方をバス事業・タ

 マネジメントレビュ 【マネジメントレビュー】 【マネジメントレビュー】

 ーと継続的改善 １　マネジメントレビューの実施体制、手順、計画の 　前年の内部監査の結果を受け、不具合と指摘を受け

　　練の実施方法、プログラム等の見直しの方法とそ

　　の実施状況如何。

　　実施状況如何。

３　上記効果の把握・検証を踏まえた、上記教育・訓

　　計画とその実施状況如何。

２　上記教育・訓練の効果の把握・検証の方法とその

【内部監査要員の教育】

１　内部監査要員に対する監査に必要な教育・訓練の

12　（上記11の課題等があれば）当該課題等に対する

　　対応状況如何。

　　直しの方法と実施状況如何。

11　現状の内部監査に関する課題等如何。

　　とその実施状況如何。

10　上記検証の結果を踏まえ、内部監査の手順等の見

　　の報告の方法とその実施状況如何。

９　内部監査要員の力量、監査の有効性の検証の方法

　　況如何。

８　内部監査結果の経営トップ及び安全統括管理者へ

ぞれ職制主任会議の場において時間をとり、事故の再６　今年度の監査重点項目如何。

発防止策を話し合っている。７　内部監査の指摘事項に対するフォローアップの状

４　内部監査の実施の人員体制如何。

　なお、昨年度の内部監査の指摘事項である『無事故５　経営トップ及び安全統括管理者を含む経営管理部

対策委員会』の開催については、バス、タクシーそれ　　門に対する内部監査の実施状況如何。

３　経営陣による内部監査実施に向けた支援の状況如 員も内部監査員として、自動車事故対策機構と合同で

　　何。 内部監査を実施し、社内で実施する体制を構築してい

１　内部監査の手順の策定状況如何。 独立行政法人自動車事故対策機構へ委託している。

２　内部監査の計画方法とその実施状況如何。 　今年度の内部監査にあたっては、社内の内部監査要

　　直しの方法とその実施状況如何。

 内部監査 【内部監査】 　内部監査について、社内での体制が整うまでの間、

１　事故体験共有の取組計画とその実施状況如何。

２　上記取組みの効果の把握・検証、取組手法等の見

　　の実施状況如何。

【事故体験共有の取組み】

３　上記効果の把握・検証を踏まえた、上記教育・訓

　　練の実施方法、プログラム等の見直しの方法とそ

２　上記教育・訓練の効果の把握・検証の方法とその

　　実施状況如何。

１　技能要員に対する技能の習得・維持に必要な教育

はじめた段階であり、効果の把握には至っていない。

　　・訓練の計画とその実施状況如何。

　　直しの方法とその実施状況如何。

【技能要員教育】

講しており、今後も順次受講予定である。まだ受講を

○

○

るところである。

△
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　　しの方法とその実施状況如何。 してもらった。

　　何。 が曲がる際に支障が生じるようになったという報告が

３　実施した是正措置・予防措置の効果の検証・見直 あった際は、所轄署に要望し停止線を従前の位置に戻

　　是正措置・予防措置）の手順如何。 意見については、その都度改善するよう取り組んでい

２　上記手順による是正措置・予防措置の実施状況如 る。とある交差点で停止線の位置が変わったためバス

１　日々の輸送の安全に関する課題等の継続的改善（ 　日々の業務の中で乗務員等から上申や報告のあった
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Ⅵ．監査報告書
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 被監査部門：  監査番号：2016-01

経営管理部門  監査年月日：

 監査基準：  監査範囲：

安全管理規程全般 代表取締役社長・安全統括管理者

 監査チーム

　内部監査スケジュール 　内部監査スケジュール

　参照 　参照

１．監査の目的

　アシナトランジット株式会社における安全管理規程第15条（輸送の安全に関する内

部監査）に基づく内部監査の実施により、安全管理体制が適切に運用されているかを

検証し、経営トップがマネジメントレビューを行うための必要な情報を提供する。

２．監査全般の所見

　宮口代表取締役社長は、各種会議体や現場での積極的な声掛けを通じ、「安全第一

が事業の根幹。安全管理無くして事業経営は無い。」との考えを社内に発信し、また、

社長自らが法令改正事項の周知を図る等、管理体制の構築・改善に主体的に関与して

る。

　山口代表取締役専務（安全統括管理者）は、各種会議体において輸送の安全に関す

る基本方針をはじめ、いかに乗務員一人一人の意識に持たせるかを課題と捉え、現場

における安全意識の向上に努め、目標を達成すべく施策に反映する等、中心となって

その責務を果たしている。

　この度の内部監査では、是正を要する不具合事項はありませんでした。

しかししながら、輸送の安全性向上のためには、不断の取組みを行うことが不可欠で

あることから、各種取組みの実施のみならず、取組みの「効果把握」を行ったうえで、

取組み自体を「見直し・改善」することが肝要です。

　今後は、各種取組み個々の『ＰＤＣＡサイクル』を意識した取り組みを行っていた

だくことを期待します。

平成29年1月26日

監査報告書

開　催　日　時

オープニング
ミーティング

打合せ

 監査リーダー：NASVA 田邉 真久　監査員：NASVA 末田 智久、ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ 宮口 充晴

出　席　者 特　記　事　項
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３．重点監査事項の所見

Ⅰ優良事例

経営トップの責務

　宮口代表取締役社長は、「安全第一が事業の根幹である。」ことを深く認識し、

自ら率先して安全方針等の周知を行うなど、経営トップとしての責務を果たして

いることが確認できました。

　安全風土の確立には、経営トップである宮口社長の率先したリーダーシップが

必要不可欠であることから、今後も継続した取り組みを期待します。

安全統括管理者の責務

　山口代表取締役専務は、社長の考えの下、この安全最優先の意識を全社員に徹

底するため、各種会議体やミーティングの場において、意識付けを行うための取

組みを実施していることが確認できました。

　輸送の安全性を更に向上のためには経営トップのリーダーシップのみならず、

取組みを具現化する立場である安全統括管理者の役割が重要となります。

　今後も引き続き、安全管理体制の構築・維持・改善に努めていただくことを期

待します。

情報伝達・コミュニケーションの確保

　事故の抑制とサービス向上を目的とし、年間を通して各種キャンペーンを行う

とともに、お客様の安全輸送をＰＲするために、お客様に対して、運転ぶりやサ

ービスに関するアンケートをお客様に対して実施する等、利用者へ向けた安全啓

発の取組みを行っていることが確認できました。

　輸送の安全のためには、社内に向けた取組みだけではなく、利用者に向けた啓

発活動も有効な手段であることから、今後も利用者に向けた取組みを継続して行

っていただくことを期待します。

Ⅱ不具合事項

今回の内部監査で見出された不具合事項はありません。
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４．前回監査の改善事項

☑ 前回の監査で発見された不具合等に対する是正／改善事項は適切に実施されている。

□ 前回の監査で発見された不具合等に対する是正／改善事項は適切に実施されていない。

５．監査の結果

№

１

２

６．フォローアップ監査の予定

： -

： -

： -

７．是正／改善措置の確認及び評価並びにフォローアップ監査の結果

８．その他特記事項

合　計

監査部門

（適切に措置されていない場合は、今回の監査で把握した不具合等として取り扱う。）

優良事例

３項目 ０項目

監査リーダー

確　　認

安全統括管理者

作　　成

平成29年2月9日

監査員名

上記「３．重点監査
事項の所見　Ⅱ不具
合事項」のとおり

不具合等

上記「３．重点監査
事項の所見　Ⅰ優良
事例」のとおり

監査日

監査対象不具合等

代表取締役社長

監 査 予 定 日

監 査 対 象 部 署

承　　認

NASVA田邉真久
NASVA末田智久

ｱｼﾅﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ宮口充晴

　代表取締役社長

　安全統括管理者
平成29年1月26日


